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地域包括ケア病棟を
届け出る病院の（旧）病院機能分類



これまでのアンケート調査で使用した
地域包括ケア病棟を届け出る病院の（旧）病院機能分類

・急性期ケアミックス（CM）型：急性期一般入院基本料６以上の急性

期病棟があり、病床機能報告に照らして一定以上の急性期機能を有
していると自ら判断し、病院全体として急性期を最も重視している病
院である。

・ポストアキュート（PA）連携型：病院全体の実入院患者数の概ね半

数以上が他院からのポストアキュートを受け入れる病院である。実患
者数が半数に届くかどうか判断に迷う場合は、次の“どちらでもない”
を選択する。

・どちらでもない（地域密着型）：多くは自宅や居住系施設、介護施設 
などで療養している患者の内科的・外科的急性増悪や軽症急性疾
患などのいわゆるサブアキュートを中心に受け入れる病院である。こ
れに該当しない特徴ある医療に特化している病院も含む。当協会で
は「どちらでもない」を地域密着型と定義している。
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地域包括ケア推進病棟を
届け出る病院の新たな病院機能分類



地域包括ケア推進病棟を
届け出る病院の新たな病院機能分類

■地域包括ケア推進病棟：地域包括ケアを推進するためには、地域包括ケ
ア病棟と地域包括医療病棟の存在は欠かせない。当協会では、両者をまと
めて、地域包括ケア推進病棟と呼称し、協会名も地域包括ケア推進病棟協
会に変更した。

■地域包括ケア推進病棟を届け出る病院の新たな病院機能分類：上記２
つの病棟のうちどちらか、又は両方を届け出て在宅復帰を支援する病院を、
以下の３つに新たに分類するものである。尚、一つの形態として、全病棟病
室が単独の入院料で構成される地域包括ケア病院と地域包括医療病院が
あり、これらの機能も以下に準ずる。

注）地域包括医療病棟は、高齢者の救急患者等に入退院・在宅復帰支援
等の機能を提供するとされ、現行の地域医療構想の病床機能では急性期
機能に、新たな地域医療構想の病床機能では急性期や包括期機能に該当
すると予想している。



■地域急性期型：病床機能報告に照らして、救急搬送・全身麻酔下手術件
数等が一定以上の急性期機能を有していると自ら判断し、病院全体として
急性期を最も重視している病院である。
急性期一般入院基本料６以上の急性期一般病棟を届出ている地域ケア
ミックス（CM）型と、急性期一般病棟を有さず地域包括医療病棟を届出てい
る地域包括型に亜分類する。

■在宅支援型：在宅療養中のかかりつけ高齢虚弱マルチモビディティ患者
を主な対象として、いわゆるサブアキュート（SA）患者の受け入れと在宅復
帰を最も重視している病院である。在宅医療の提供や、他の医療機関・介
護施設・訪問事業所等と連携した、看取りを含む24時間対応も実施する。

■ポストアキュート（PA）連携・専門型：上記２類型のどちらでもない場合に
PA連携・専門型と定義している。病院全体の実入院患者数の概ね半数以
上が他院からのPAを受け入れる病院や、地域ニーズに応じた特徴ある医
療に専門特化している病院である。

地域包括ケア推進病棟を
届け出る病院の新たな病院機能分類



■略称・凡例
・地メディ病棟：地域包括医療病棟 ・地ケア病棟：地域包括ケア病棟 ・回リハ病棟：回復期
リハビリテーション病棟
＊地域包括ケア推進病棟：当協会独自の、地ケア病棟と地メディ病棟の総称
♯ 特定集中治療室管理料等の高度急性期機能を持つ特定入院料の病室
※ 地ケア病室の場合あり
△：届出の有無は問わない、-：届出なし

病床種別 治療室♯ 急性期
一般病床

地メディ
病棟

地ケア
病棟※

他の回復期・
慢性期病棟

（回リハ・障害者病
棟、療養病床等）

＊
地域包
括ケア
推進病
棟を届
け出る
病院の
新たな
病院機
能分類

地
域
急
性
期
型

地域
CM型

△ ◎ ◎ ◎ △

△ ◎ - ◎ △

△ ◎ ◎ - △

地域
包括型

- - ◎ ◎ △

- - ◎ - △

在宅
支援型

- △ ◎ - △

- △ - ◎ △

- △ ◎ ◎ △

PA連携・
専門型

- △ △ ◎ △

- - - ◎ △
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病床種別 治療室♯ 急性期
一般病床

地メディ
病棟

地ケア
病棟※

他の回復期・
慢性期病棟

（回リハ・障害者病
棟、療養病床等）

＊
地域包
括ケア
推進病
棟を届
け出る
病院の
新たな
病院機
能分類

地
域
急
性
期
型

地域
CM型

△ ◎ ◎ ◎ △

△ ◎ - ◎ △

△ ◎ ◎ - △

地域
包括型

- - ◎ ◎ △

- - ◎ - △

在宅
支援型

- △ ◎ - △

- △ - ◎ △

- △ ◎ ◎ △

PA連携・
専門型

- △ △ ◎ △

- - - ◎ △

旧急性
期CM型

旧地域
密着型

旧PA
連携型

■略称・凡例
・地メディ病棟：地域包括医療病棟 ・地ケア病棟：地域包括ケア病棟 ・回リハ病棟：回復期
リハビリテーション病棟 ・CM：ケアミックス ・PA：ポストアキュート
＊地域包括ケア推進病棟：当協会独自の、地ケア病棟と地メディ病棟の総称
♯ 特定集中治療室管理料等の高度急性期機能を持つ特定入院料の病室
※ 地ケア病室の場合あり
◎：届出は必須、△：届出の有無は問わない、-：届出なし
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「新たな地域医療構想における
地域ごとの医療機関機能」と

「地域包括ケア推進病棟を届け出る病院の
新たな病院機能分類」の違い



病床種別 治療室♯ 急性期
一般病床

地メディ
病棟

地ケア
病棟※

他の回復期・
慢性期病棟

（回リハ・障害者病棟、
療養病床等）

＊
地域包
括ケア
推進病
棟を届
け出る
病院の
新たな
病院機
能分類

地
域
急
性
期
型

地域
CM型

地域
包括型

在宅
支援型

PA連携・
専門型

■地域包括ケア推進病棟を届け出る病院の新たな病院機能分類では、
１つの医療機関は最も近似する１つの病院機能を持つことになる。

■新たな地域医療構想では、
一医療機関が必要に応じて複数の医療機関機能を報告することも考えられる。

急
性
期

拠
点
機
能
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救
急
・

地
域
急
性
期
機
能

在
宅
医
療
等

連
携
機
能

専
門
等

機
能
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引用改変：2024.12.03 第13回新たな地域医療構想等に関する検討会 資料１



13引用改変：2024.12.03 第13回新たな地域医療構想等に関する検討会 資料１

新たな地域医療構想では、

地域の実情に応じて、一医療機関が様々な医療機関機能を担っていくことが想定され
ることから、必要に応じて複数の医療機関機能を報告することも考えられる。

引用：2025.12.25 社会保障審議会医療部会 「2040年頃に向けた医療提供体制の総合的な改革に関する意見」



■略称・凡例
・地メディ病棟：地域包括医療病棟 ・地ケア病棟：地域包括ケア病棟 ・回リハ病棟：回復期
リハビリテーション病棟
＊地域包括ケア推進病棟：当協会独自の、地ケア病棟と地メディ病棟の総称
♯ 特定集中治療室管理料等の高度急性期機能を持つ特定入院料の病室
※ 地ケア病室の場合あり
△：届出の有無は問わない、-：届出なし

病床種別 治療室♯ 急性期
一般病床

地メディ
病棟

地ケア
病棟※

他の回復期・
慢性期病棟

（回リハ・障害者病
棟、療養病床等）

＊
地域包
括ケア
推進病
棟を届
け出る
病院の
新たな
病院機
能分類

地
域
急
性
期
型

地域
CM型

△ ◎ ◎ ◎ △

△ ◎ - ◎ △

△ ◎ ◎ - △

地域
包括型

- - ◎ ◎ △

- - ◎ - △

在宅
支援型

- △ ◎ - △

- △ - ◎ △

- △ ◎ ◎ △

PA連携・
専門型

- △ △ ◎ △

- - - ◎ △
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一般病床

地メディ
病棟

地ケア
病棟※

他の回復期・
慢性期病棟

（回リハ・障害者病
棟、療養病床等）

＊
地域包
括ケア
推進病
棟を届
け出る
病院の
新たな
病院機
能分類

地
域
急
性
期
型

地域
CM型

△ ◎ ◎ ◎ △

△ ◎ - ◎ △

△ ◎ ◎ - △

地域
包括型

- - ◎ ◎ △

- - ◎ - △

在宅
支援型

- △ ◎ - △

- △ - ◎ △

- △ ◎ ◎ △

PA連携・
専門型

- △ △ ◎ △

- - - ◎ △

地域包括ケア推進病棟を届け出る病院の新たな病院機能分類では、
１つの医療機関は最も近似する１つの医療機関機能を持つことになる。
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引用改変：2025.06.26 （令和７年度第５回）入院・外来医療等の調査・評価分科会
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引用改変：2025.06.26 （令和７年度第５回）入院・外来医療等の調査・評価分科会



ご清聴ありがとうございました
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＜https://chiiki-hp.jp/＞
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地域包括ケア病棟を有する病院の
（旧）３つの病院機能と地域包括ケア病院

・連携先は高度急性期～急性期病院

・回リハや療養等の後方病床と、訪問・
通所・入所の併設施設が豊富
・200床未満9割強

・急性期対応が強み！
・地域包括ケア病棟は自院PA中心
・200床以上3.5割強、400床以上１割弱
・併設介護事業は最も少ない

・200床未満8.5割弱
・日常生活圏域のサブアキュート中心
・在宅医療に取り組む

■急性期ケアミックス（CM）型

■地域密着型

■ポストアキュート（PA）連携型

■定義

急性期一般病棟以上の病棟を有し、
施設全体で急性期機能を最も重視。

■定義

施設全体として、実患者数の概ね
半分以上が他院からのPA患者。

■定義

「急性期ケアミックス型」と「ポストア
キュート連携型」のどちらでもない。

■地域包括ケア病院

■定義

全病棟病室が地域包括ケア病棟の
“形態分類”

・“機能分類”では
「地域密着型」 または
「ポストアキュート連携型」

R1調査 262施設5割弱 R1調査 68施設1.5割弱

R1調査 189施設3.5割強

令和元年度

地域包括ケア病棟の
機能等に関する調査

地方厚生局解析 63施設
2021.08．27確認

2019
年度調査
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■救急搬送（以下救急）や全身麻酔下手術（以下全麻）の件
数は、病院機能等と関連することは既に報告している
（「2016.11.17 最終報告 地域包括ケア病棟協会 平成28年度
地域包括ケア病棟の機能等に関する調査」＜http://chiiki-
hp.jp/katsudou/pdf/161117-01.pdf＞）。

地域包括ケア病棟を届け出る病院の（旧）病院機能別の
救急搬送受け入れ件数と全身麻酔下手術件数



引用改変：2023.12.15 中央社会保険医療協議会 入院（その８） 
高齢者の救急患者等に対応する入院医療について



引用改変：2023.12.15 中央社会保険医療協議会 入院（その８） 
高齢者の救急患者等に対応する入院医療について

25地域包括ケア病棟

急性期一般病棟

地域包括医療病棟

いいとこ取りの
新病棟

自宅や施設の
かかりつけ患者の急変

かかりつけ患者に加えて
新患の救急搬送や下り搬送

小児や成人に加えて
臓器別高度専門医療を
要する高齢者の救急

＋

＋

看護師が多くて、リハ療
法士や管理栄養士等の

多職種協働が不足

リハ療法士や管理栄養
士等の多職種協働は十
分だが、看護師が13対1

では足りない

看護師が10対1、かつリ

ハ療法士や管理栄養士
等の多職種協働も十分



引用：2024.03.05 厚生労働省 令和６年度診療報酬改定の概要（医科全体版）
26



■「回復期」は「包括期」に変更される。回復期のリハビリテーションに加えて、高齢
者急性期や軽症急性期を含むとされる。

引用改変：2024.12.03 第13回新たな地域医療構想等に関する検討会
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引用改変：2024.12.03 第13回新たな地域医療構想等に関する検討会 資料１



引用改変：髙橋亮太他、プライマリケアにおけるmultimorbidity の現状と課題、日本プライマリ・ケア連合学会誌2019, vol. 42, no. 4, p. 213-219

■高齢化と共に“multimorbidity患者”は増加
・性別、貧困、フレイルや精神疾患合併と相関
・死亡率上昇、QOL低下等の健康アウトカムへの負の影響

・受診回数増加、ケアの分断、ポリドクターやポリファーマ
シー等の患者負担増加
・救急受診、予定外入院、医療費上昇等
・疾患別GL群に基く介入はエビデンスによる裏付け不十分
・アウトカムは患者のQOL向上

29

“multimorbidity”とは？
「複数の慢性疾患が一個人に併存している状態であり、中心となる疾患を特定できない状態」



高齢虚弱（フレイル）型

・老年症候群の予防とQOL維持

・生活習慣病の緩やかな管理

・ポリファーマシー対策
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引用改変：（WEB配信）2022年地域包括ケア病棟アカデミー 総論 Multimorbidity高齢者の診療指針と地域包括ケア病棟における活用方法 

高齢“multimorbidity患者”は２つに大別

同じ80歳でも・・・

高齢メタボ型

・心血管疾患の予防

・生活習慣病の厳格な管理

・多剤服用もやむなし

身体的

精神・
心理的

社会的

サルコ、ロコモ、低栄養

認知症、うつ 独居、困窮

治す ＞ 支える 治す ＜ 支える
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